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すいすいらんど綾
瀬

東綾瀬公園プール
アイススケート場

6
月
2
7日
オ
ープ

ン

子どもから高齢者まで、だれもが楽しめる
スポーツ公園として整備の進む東綾瀬公園。
この東峻瀬公園に、新しいプールガ6 月27日
オープンします。その名も、「すいすいらんど
綾瀬J 。開閉式ドームのある室内プールと屋外
プール。冬には屋外プールガアイススケート
撮に変身。夏も冬も大いに楽しめる施設です。

す
い
す
い泳

ぐ

「
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
」

に
は
、
窯
7

饋

外
に
そ
れ
ぞ

れ
プ
ー
ル
が
あ
ひ

ヂ

。

室
内
プ
ー
ル
は
、一
般
用

(
2
5
m
×
6
コ
ー
ス
)
に
、子

供
用
(
3
・
5
m
×
1
3
m
)
も

つ
い
て
い
求

。
天
井
は
閧
閉

式
ド
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す

。

天
候
に
靨

呆

れ

ず
利
用
期
閧

も
、
旬

月
ま
で
と
艮
く
な
っ
て

い
ま
ず

。

夏
の
間
だ
け
閧
慇

灸

直

外

プ
ー
ル
は
、
冢
唇
叉

つ
に
薬

し
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す

。
O
・
3
m

、
O
・
7
m

、
l
m

と
莟
つ
の
深
さ
の
プ
ー
ル

が
あ
ひ
、
冢
内
プ
ー
ル
y
石

に

楽
し
め
ボ

。

すいすい
滑 べ る

『
す
い
す
い
ら
ん
ど
咳
瀬
』

は

、
プ
ー
ル
だ
け
で
は
あ
n
ま

せ
ん

。
1
2
月
か
ら
2

月
の
間

は

、
屋
外
プ
ー
ル
が
ア
イ
ス
ス

ヶ

ト
堝
茹

貧
家

。
区
と

し
て

は
初
め
て
の
試
み

者

。

広
峇
軻
7
0
0㎡
、
長
方
形
の
リ

ン
ク
は
、
壬

駐
に
ア
イ
ス
ス
ヶ

ト
を
楽
レ
む
の
に
ぴ
っ
た
り

の
サ
イ
ズ
で

。

□
オ
ー
プ
ン
記
念

無

料

開

放

6
月
2
7
日～
3
0
日
の
4
日
間

は
、
入
場
無
料
で

。
新
し
い

「
す
い
す
い
ら
ん

ど
筱
瀬
」
に

ぜ
ひ
お
出
か
け
ぐ
だ
さ
い
。
開

館
時
間
は
、
午
前
1

時
3
0
分
か

ら
午
営

蒔

ま
で
で

す
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎

住
)
・
体
育
課
昔
(
3
8
8

2
)
1
1
1
1
㈹
ま
で
。

所在地　東綾瀬3―4―1
5616―250

0交通　　綾瀬駅徒歩18分

すいすいらんど綾瀬利 用案 内

7 月1 日から

毎週土曜日が休みになります
東京都
23区役所

労
働
時
間
の
短
鍜
ほ
、
豊

か
で
ゅ
と
ひ
あ
る
国
民
牛
活

の
実
現
や
内
需
の
孥

、
人

材
確
保
翕
砥
乙
、
国
ふ床

で
取
ひ
組
む
璽
要
な
課
墹
と

な
っ
て
い
毒

。

2
3区
で
は
、
「
特
別
区
閉

庁
問
題
蠕
肛
寞
芻
ご

設

け
、
国
や
果
京
都
と
あ
わ
せ

て
。
怨
懣
休
一
百
制
の

斉
実
施
に
向
け
て
繪骭
U
て

堂
乙
だ
。

ま
た
、
特
別
区
長
会
は
、

完
全
週
休
二
E
制
膏
」月
1

日
か
ら
始
め
る
た
め
、
各
区

が
関
淳

忿
厠

浙
正
案

を
各
区
議
会
に
提
出
す
る
こ

奈

戻
め
声
挺

。

足
立
区
の
対
応

足
立
区
で
は
、
5
月
2
6
日

に
開
讐

れ

ぶ

哢

区
議
会

奎

鬣

で
、
「
東
京
都
足
立

区
の
休
日
を
足
り
1

廁

」

「
東
京
都
足
立
区
鶚
與
の
勤

務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に

関
す
又
棊

例
」
の
収
正
案
が

承
認
さ
れ
声

汽

ま
た
、
完
全
週

休
二
日
を

吁
っ
斃
、
ど
の
部
門
の
仕
事

に
つ
い
て
、
毎
週
の
土
曜
日

を
休
み
に
で
き
る
か
検
討

し
、
開
庁
I

澎
門
、
閉
庁

す
る
部
門
を
昃
定
し
F

姙

(表
l
y

蔘
照
)
。

施
冱
に
よ
っ
て
は
、
'れ

蛮
芦
お
ひ
土
曜
日
開
庁
と

し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

奮
星

座

い
ぶ
っ
努
め
ま

す
。

ご
理
解
と

ご
協
力
を

区
役
所
は
、区
民
の
皆
さ

ん
の
身
近
な
仕
事
を
し
て
い

ネ

。
そ
の
な
め
、
今
俵
と

も
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

や
、
仕
事
の
一
層
の
効
率
化

な
ど
に
努
め
祟
歹
。
区
民
の

皆
さ
ん
の
ご
狸

と
ご
協
力

彖
一
顧
い
し

。

な
お
、
完
令
壥
豚
二
日
制

に
埋
つ
「
代
替
サ
ー
ビ
ス
」

な
こ
に
つ
い
ア
ほ
、
「あ
だ

ち
広
報
」6
烈
曾
醤
で
お

知
ら
せ
し
祟
す
。

問
合
せ
先
本
庁
舎

住
)
・
企
画
課
　
(
3
　

8
8
2
)
卜
1
1
1
㈹

スポーツ施般は土曜日も開庁

表1　 土曜日に開庁する施設

表2　 土曜日に閉庁する施設
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本庁舎( 千住) への
お問い合わせは… …

( 3882) 1111 ㈹
本 庁舎以 外 への お問 い合 わせ は、
そ れぞ れの 電話 番号( 緑色) へ。

道

路

・

す

ま

い

東京都・特別区
駐車場整備基金

融資あつせん制度

2
3
区
内
に
民
間
駐
車
場
啻
埋

設
す
る
方
へ
、
設
に
必
要
な

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
、
お
よ

び
利
子
補
給
の
制
度
が
あ

ま

す
。区

内
で
も
現
代

こ
の
制
度

受

利
用
し

、
7
ヵ
所

、
5
3
1台
分

の
駐
車
場
が
整
躪
さ
れ
つ
つ
あ
2

ヂ

。
ぜ
ひ
こ

莉

用
く
だ

さ
い

。

□
融
資
あ
っ
せ
ん

対
象
2
3

区
内
で
駐
市
場
を
壑

備
し

、
継
続
し
て
駐
車
場
経

営
に
糯
わ
る
方
で

、
確
実
な

事
業
計
画
と
返
済
能
力
を
有

す
る
個
人

、
次
5

居

人

対
象
駐
車
場

・駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
3
0
0㎡
以

上
、
宍

は

迴

に

以
上
駐
車
で
4
る

規
模
の
駐

車
場
(
月
極
駐
車
場
を
含
む
)

※
附
置
義
務
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
意
外
の
邵
分
か
窈
㎡

以
上

、
ま
た
は
卯
耳
T

駐
車

で
き
る
規
梗
の
も
の

。

貸
付
利
率

年
利

。
1
.
0

ら

貸
付
期
間
1
5
年
以
内
(
絡
卜

朗
間
1
年
受
『昌

』

貸
付
対
象
費
用

用
地
取
得
眥

啻
瞞
く
ほ
凖
工
丿
眥

貸
付
娘
度
額

去
‥に
つ
き
5
0
0
　

万
円
鬧

。
た
だ
し
、
建
物

等
の
地
下
岑
莉
用
す
る
駐
巾

場
の
垠
飭
は
、
人
尼
つ
き

1
千
万
円

胯

※
融
口
原
け
る
万
は
、
金
融

牋
闃
の
求
め
る
担
保
等
を
促
鬩

す
久
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
込
必
要
書
類

▽
駐
市
場
整

俑
垈
金
融
資
あ
っ
せ
ん
申
込

濳

▽
建
設
資
金
計
画
湃
　

▽
建
設
工
事
見
横
書

▽
増

設
ま
た
は
建
fに必
え
の
場
合

は
、
既
存
駐
車
場
の
写
輿
、

配
冊
図
お
よ
び
平
面
図

▽

建
設
図
面
(
平
面
図
お
よ
び

立
面
図
)

マ
そ
の
他
、
必

要
書
類

□
利
子
補
給

対
象
駐
車
場

融
資
あ
っ
せ
ん

奮
卮
緊
蛙
車
場
の
う
ち
、

駐
車
場
整
備
地
区
内
、
ま
た

は
そ
れ
に
凖
ず
る
地
区
内
の

駐
車
場
で

芬
の
ふ
以
上

が
時
間
貸
し
の
駐
車
場

補
給
率

年
団
气

た
だ
し
、

建
物
等
の
地
下
蚩
刮
ず
る

都
市
計
画
駐
車
場
の
場
合
は

年
2
.
0
%

補
給
期
間
5

年

補
紿
対
象

融
資
あ
っ
せ
ん
の

範
囲
内

申
込
必
要
書
類

融
資
あ
っ
せ

ん
と
同
様
の
潛
類
と
、
駐
車

塲
整
㈲
恬
欹
利
子
柿
給
交
付

申
請
湃

―
―
い
ず
れ
も
―
―

取
扱
金
融
機
関

都
内
の
都

市
銀
行
・
長
期
信
用
銀
行
・

信
託
銀
行
・
信
用
絎
台
、
お

よ
び
郡
内
に
本
店
の
あ
る

信
田
譱

申
込
・
問
合
せ
先

木
庁
舎
　

庄
)
・
駐
車
場
対
策

都
市
計
画
の

案
を
縦
覧

区
で
は

、
次
の
都
市
計
画
の

案
を
縦
覧
し
ま
亢

▽
衷

示
都
市
計
画
生
産
緑
地
地

区
(
足
立
区
決
定
)
の
刄
更
…

区
域
、
区
内
生
産
緑
地
地
区

の
各
地
区

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の

あ
る
万
は

、
縦
覧
期
問
巾
、
区

長
に
対
し
て
意
見
夛

冨

田
す

る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
・
雲
見
書
の
提
出
期
間

6
月
町
日
7

月
7
日

縦
覧
場
所
・
雲
見
書
の
提
出
・

問
合
せ
先
本
7
舎
千
住
)
・
　

都
市
計
画
課

保

険

国
民
健
康
保
険

加
入
・
喪
失

手
続
き
を

□
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方

区
内
に
住
ん
で
い
る
方
(
外

国
人
を
含
む
)
は
、
次
の
方
を

除
き

、
必
ず
加
入
に
た
ほ
れ
は

な
り
ま
せ
ん

。

▽
斐

榴

険
等
の
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

と

、
そ
の
扶
養
家
族

▽
生
活
保
護
冴
受
け
て
い
る
方

寮
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場

劭

、
保
険
料
童

か
の
ぼ
っ
て

納
め
て
い
た
だ

ま
す

。

□
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手

続
き
が
必
要
な
方

▽
今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加
　

入
し
て
い
た
が
、
会
社
等
に

就
鶚
し
て

、
新
た
に
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
匚
た

方
、

お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族

※
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ

、
祠

院
等
で
国
民
健
康
保
険
証
岑
嵒

っ
て
冶
凍
を
受
け
た
場
合

、
国

民
健
康
保
池

瓦

捐
じ

函

砂
H

は

、
後
日
返
納
し
て
い
た
だ

堂

夭
い
ず
れ
も
、
ま
だ
手
佰
き
を

し
て
い
な
い
方
は
、
国
民
健
康

保
険
課
、
袤
に
は
各
区
民
事
務

所
へ
妬
け
出
て
ぐ
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

福

祉

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

右

や
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ

ま
せ
ん
か

。
次
の
保
育
園

で
は

、
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン

保
母
が
育
成
相
談
に
応
じ
て
い

求
罵

お
于
き
ん
の
て

布

か

な
吸
長
の
た
め
に
お
し心
軽
に

相
談
く
だ
さ
い

。
相
談
の
秘
密

は
黙

寸
に

チ

。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
▽
興
　

野
保
育
園
西
新
片
木
町
4
―

1
9
2
3
　
(
3
8
9
0
)

3
2
0
0
…
毎
週
丹
・
木
曜

日
▽
親
隣
館
保
育
園
梅

田
4
1
2
9
1
6
　
(
3
8

8
9
)
3
8
6
0
…
毎
週

水
・
金
曜
日
▽
新
田
保
育

園
新
田
2
―
1
―
1
0
　

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6
…

毎
週
穴
・
土
曜
日

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
浚
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
皿
接

問
合
せ
先

本
庁
忿
(
千
住
)
・

旧
童
助

成
係

( 福)医療証は
7 月1 日

切り替えです

迴
刄
ら
6
9
歳
ま
で
の
万
が

現
在
お
持
ち
汞
腱
療
証
は
、

6
月
3
0
日
で
有
効
期
限
切
れ
と

な
り
ま
す

。新
し
い
医
療
証
は
、6

月
下
旬
に
郵
送
匚
汞

す
。

た
だ
し
、
次
の
方
に
は
交
付

さ
れ
ま
せ
ん

。

▽
参
人
保
険
法
医
療
証
受
給
者

▽
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
方

▽
凭

刄

薩
の
被
保
険
夬
‥
呆
　

人
)

▽
生
活
保
護
(

医
療
扶
助
)
受

紿
中
の
方

▽
制
限
額
以
上
の
所
得
の
あ
る

方

汳
1
)

※
そ
の
ほ
か
余
寥
天
医
環
助

成
制
度
に
つ
い
て
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
本
庁
舎
(
千
住
)
。

高
齢
者
医
療
係

保
育
園
の

入
園
案
内

両
親
の
就
労
や
祠
気
等
の
理

由
に
よ
り
、
家
庭
で
乳
幼
児
の

保
育
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
福
祉
事
務
所
で
は
随
時
。

保
育
園
入
園
の
相
談
、
申
請
を

受
け
付
け
て
い
耒
罵

た
だ
し
、O
歳
児
―

歳
児

に
つ
い
て
は
、
定
員
の
窄
き
が

な
い
甕

あ

ぶ
す
。

く
わ
し
く
は
、
管
轄
の
福
祉

事
務
所
(
表
2
)
へ
。

年

金

お済みでしょうか

国民年金加入
・喪失手続き

会
社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の

資
格
を
喪
失
し
た
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
、
老
吸
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
障
害
者
や
に
子

哄
帯
に
な
っ
た
と
き
に
、
牛
店

の
安
定
を
図
る
こ
と
舌

に
的
と

し
て
い
ネ
罵

次
に
該
当
す
久
芳

は

、
必
ず

加
入
す
る

にと
に
な
っ
て
い
ま

す

。

▽
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
目

営
業
去
な

ど
戸
老

の
配
偶
者

で

。2
0歳
以
卜
叨

歳
未
満
の

方
▽
厚
生
年
金
や
共
済
變

易

加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
で

、2
0
歳
以
上
6
0
歳
未

満
の
方

な
お
ご
平
成
3

年
4

月
か
ら
2
0

歳
以
上
の
幸
生
の
万
も
、
在

学
中
の
ケ
ガ
・
病
気
に
よ
る
障

害
に
対
し
て

、
障
害
年
金
の
受

給
や
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
期
間
岑
廈
保
す
る

な
め
、
加
入
す
る
こ
こ
に
な
り

声

処

。

袤
べ

海
外
に
居
住
し
て
い

る
日
本
人
の
万
な
ど
は

、
希
望

に
よ
り
国
民
年
金
に
加
入
で
き

圭

別今
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
方
が
、
新
た
に
会
社
等

に
勤
め
ア
庫
生
年
金
に
加
入
し

た
と
貝
ば
、
国
民
年
余
牙
や
め

る
手
続
き
が
必
要
で
す

。

ま
だ
手
続
膏
を

し
て
い
な
い

方
は

、
国
民
鄒
金
屎
、
ま
た
は

区
民
事
務
所
で

于
恒

忿
じ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

表1　平成4年度( 福) 所得制限基準額

※ 3人以上は、原則として扶養人数が1人増すご
とに、35万円を加舜。

※ 甬椡は平咸3年中のものが対象です。

表2　 福祉事務所一覧

綾
瀬
川

越
谷
浄
化
施
設
の
建
設
始
ま
る

H
年
連
柄
し
ヴ
に
全
国
ワ
ー

ス
ト
1
の
汚
濁
を
孚
級
瀬

川
の
水
質
改
善
の
た
め
、国
・

都
・
埼
玉
県

疋
立
区
嚢

ら

む
流
域
の
区
市
で
は
、
そ
の

浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す

。今
回
、
浄
化
対
策
の
一
環

と
し
て

。
蠕

罍

屋

戸
川
工

事
事
務
所
と
越
谷
市
で

、
同

巾
内
の
蒲
生
・
愛
宕
地
区
に

河
川
浄
化
旆
冱
の
建
設
啻
訂

画
。
5
月
1
8日
。
綾
瀬
橋
下

流
の
建
設
予
定
地
で
、
足
立

区
も
参
加
し
て
起
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
同
川
浄
化
施
設
は
、

平
成
6
年
度
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。
完
成
す
る
と
毎
秒
H

㎡
の
水
を
取
ひ
入
れ
て
、

B
o
D
の
約
6
0
%
、
s
s
の

約
7
0
%が
処
理
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
梭
瀬
川
の
浄
化
に

大
き
な
役
割
鷽
耒
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
ネ
罵

※
B
o
D
…
生
物
化
学
的
酸

素
要
求
耻

※
S
S
…
浮
遊
物
吋

問
合
せ
先

環
境
課
調
杏
係

(
3
8
8
0
)
5
4
L
s

役所等に関する

苦情・要望は

行政相談

区
に
は
、
総
務
庁
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員

(
左
表
)

が
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
昌
は
、
各
省

庁
、
公
社
、
公
団
、

冐
渝
宍

等
、
齔
所
の
仕
甲
に
闃
す
る

要
望
や
苦
情
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
求
罵

相
談
は
無

料
、
秘
密
厳
守
で
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
月
第

金
曜
日
。

午
後
L
時～
4
時

場
所
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
　

(千
住
)
・
区
民
相
談
室

(
3
8
8
2
T
卜
卜
㈹

※
行
政
相
談
委
員
は
、手
紙
、

電
話
、
直
接
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
求
罵

行政相談委員名簿

掲
示
板

□
「
暴
力
団
追
放
運
動
推
進

都

民

セ

ン

タ

ー

」
発

足

暴
力
団
の
存
在
し
な
い
　

「
安
心
し
て
住
め
畠
飛
」

の

実

現

を

目

捐
じ

て

、
5

月
1

日

に

、

▽
豐
笞
団
追
放
濔
厠
推
進
　

都

民

セ

ン

タ

ー
(

略

称

・

暴

追

都

民

セ

ン

タ

士

千
代
田
区
丸
ノ
内
3
―
8
　

上

里

只

都

丸

ノ

内

庁

舎

6

階(
3
2
0
1
)
2
4
2
1

が

蒟

じ

ま

し
た

。

暴
力
団
に
関
し
て
襾
的

な
知
識
か
有
す
る
警
察
O
B

や
弁
護
士
、保
護
司
、少
年

指

導

員

等

が

、
暴

力

団

に

か

か

わ

る

全

て

の

問

題

に

つ

い

て

相

談

に

応

に
ま

す

。

千
住
・
西
新
井
・

綾

瀬

蕃

愬

き

□
平
成
4
年
度
住
宅
建
設
資

金

融

資

あ

っ

せ

ん

と

優

良

民

間
賃
貸
住
宅
建
設
資
金
助
成

都
で
は
、
次
9

吹

な

住

宅
融
資
制
度
奮
汀
っ
て
い
ま

す

。
▽
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
(
一
股
・

特
別
)
の
融
資
あ
っ
廿
ん

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
改
良
工
事
の

助
成

▽
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
資

金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

▽
優
良
民
間
賃
貸
ぼ
器

迹

資
金
の
助
成

融
資
条
件
・
申
込
方
法
等

の
詳
細
は
、
都
・
民
間
住
宅

課
へ

。(
5
3
2
0
)
4
9
5

□
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「東
京
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
」

億
不
息
屬
謫
月
間
と

し
て
全
国
で
覗
閧
さ
れ
て
い

る
イ
孩
豈
明
る
く
す
る
運

動
。東
京
で
も
、法
務
大
臣

や
都
知
事
、
こ
の
蕎
厠
に
協

力
し
て
い
る
タ
レ
ン
ト
等
が

多
数
参
加
し
て

、
次
の
と
お

り
「
里
呆
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
7

月
1
日
(
水
)
、
正

午
(
固
大
中
止
)

場
所

都
民
広
場
(

新
宿
区

新
都
庁
舎
前
)

問
合
せ
先

恵

示
保
護
観
察

所
調
査
連
絡
課

(
3
5
9
2
)
5
7
3
1

□
「第
2
種
電
気
工
事
士
(
実

技
)
科

」
受
講
牛
募
集

日
時
7
月
7
日
～
1
3
日
　

(
1
1・
1
2日
を
啄
く
全
i
　

回
)
、午
囎

鼠
7
9

時
1
0
　

分
対
象

第

蔔

気
工
事
士

(実
技
)
奮
支
験
す
る
在

職
者

霍
具

罰
人
(
先
着
順
)

費
用
5

千
鵺
円

申
込
受
付
日
時
6
鳳
眥
　
～

2
6
日
、午
前
9
時
～
午
　

後
7
時
(
召

め

み
午
後

6
時
I
7

時
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

都
立
足
立
高
等
職
業
技
術

専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
a
S
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健

康

地
域
で
い
き
い
き

子
育
て
す
る
に
は
…

子
供
た
ち
を
取
叮
巻
ぐ
環
境

が
大
き
く
孰
わ
っ
て
h
汲
つ
た

現
代
、
ど
の
ぶ

な
子
n
て
を

し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
し
よ

か
。子
県

こ
や
か
晟

長
の
た
め
に
、
子
育
て
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
6
月
2
9
日
(
月
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

対
象

お
了
六
ん
の
い
る
お
に

さ
ん
ご
素
ほ
鳬
學
良
芳

講
師
‘峯
陽
氏
(
一荅
笠
児
璽

相
談
所
動
務
)

定
員
5
0
人

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
中
　

央
本
町
保
健
稻
談
所

(
3
8
8
0
)
5
j
5
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

6
月
の
献
血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
日
程
は
表
3
り
E
U

で

す
。

受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
～
午
吸
3
時
3
0
分
(
隧
　

食
・
休
蒔
間
を
蓐
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
士
子
皿
葭

セ
ン
タ
ー
　
(
5
6
8
2
)
　
2
8
0
1

、
ま
た
は
本
庁
舎

宇
佐
)
・
保
健
予
防
係

幼
児
教
室

「
お
ね
し
ょ
」

お
子
分
価

試
翼
じ
戸

に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
お
父

さ
ん
お
毋
岑
ヘ

ー緒
に
解
決

丕
苓
え
て
み
ま
廿
元一か
。

日
時
6
月
2
9
R
(
月
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

対
象

―
歳
以
上
の
お
7
き
ん

が
い
る
万

講
師

池
田
紀
子
氏
(
啝
零
夊

子
大
学
講
師
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

壜
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千

庄
屡
聘

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表3　6 月の献血予定

募

集

募
集
し
て
い
ま
す

足
立
区
奨
学
生

平
成
5
年
度
足
立
区
奨
学
生

(育
英
資
金
貸
付
者
)
を
呎
の

要
領
で
舁
渠
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

▽
足
立
区
内
に
引

き
嘖
き
L
年
以
上
居
住
し
て

い
亟

力

▽
都
内
ま
た
ほ

通

学
可
咄
傴

万一
県
に
所
在
す
る

大
学

、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
(

修
業

年
限
2
年
以
上
の
専
門
課

程
、
祁
或
芙
学
入
学
資
格

倉
Z

れ
る
修
業
年
限
3
年

以
上
の
高
等
課
程
)
に
入
学

啻
猖
亡
て
い
る
方

▽
学

業
成
績
が
良
好
で
心

に石

に
朏
ま
な
方

▽
経
済
的

な
燿
田
に
よ

り
修
学
が
困

騅
な
万

▽

同
種
の
学
資

金
意
は
か
か

ら
借
り
百
　

て
い
な
い
方

募
集
人
員
・
貸

付
額

表
4
の

と
お
り

応
募
朝
憲
6
　

鳳
胃

申
込
先

▽
区

立
中
学
校
3

年
生
…

各
中
学
校

▽
そ
の

他
の
万
…
本
庁
舎
(
千
庄
)
・

学
務
第
二
課
振
興
係

貸
付
予
定
者
決
定
9

月
下
旬

貸
付
開
始

平
成
5
年
4

月

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

学
務
第
二
課
振
興
係

表4　 募集人員と貸付額

※ 修学資金は月学です

税

金

特 別区民 税
・都民 税

納税通知書を発送

個
人
で
直
接
特
別
区
民
悦
・

都
民
悦
を
納
め
る
方
に
、
平
成
4

缶
瞳

分
の
納
税
通
知
ぶ
岑

送
ド

声

処

。

第
1

期
分
の
納
期
限
は
6

月
3
0

日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い

ぷ
つ
、お
気
受
付
け
ぐ
だ
さ
い

。

な
お

、
囗
澎

筒
ぶ

莉
用
し

て
い
る
万
に
つ
い
て
は
、
釡

融
機
関
に
直
稜
振
阿
の
手
続
き

啻
こ
り
豕
歹
。

問
合
せ
先

中
央
木
町
庠
舍
・

課
税
課(

3
8
8
0
)
5
0
8
1

ま
と
め
て

納
め
る
と

お
得
で
す

前
納
報
奨
金

6
月
3
0
日
ま
で
に
普
通
徴
収

の
住
民
税
を
一
度
に
1

年
分

(年
税
額
)
納
め
た
方
に

、
前

納
報
奨
金
童

入払
い
圭
　

命
額

は
、
第
4

期
分
の
税
額

の
1
0作
に
相
当
す
三
漸

で

、
2

万
子

千
円
を
限
哽
と

汞

罵

支
払
方
法
は
、
納
め
る
と
き
に

報
奨
金
額
を
年
税
額
か
ら
差
し

引
く
云

にで

、
支
払
い
に
代
え

ま
す

。
納
め
る
と
に
濔
ほ
、
「
全
期
前
納

用
納
付
蹲
」
衆
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
斤
舎
・

納
税
課
収
納
係

(
3
8
8
0
)
5
1
0
9

お
知
ら
せ

詐
欺
犯
人
に

ご
用
心
!
!

最
近
、
福
祉
事
務
所
職
員
を

装
い
、郤
金
の
支
給
手
統
料
と

し
て
」
な
ご
と
偽
っ
て
、芻
と

易

泉

蒙

愬
声
蚯

る
而
欺
乖
入
が
、
区
内
に
出
没

し
て
い
ネ
罵

被
害
に

わ
な

い
ぷ
つ
、
ご
用
心
ぐ
だ
さ
い
。

八
広
報
課
V

生

活

環

境

愛犬は家族の一員
動物無料健康相談と
犬の登録・予防注射

日
時
こ
覇

表
ゑ
と
お
り

相
談
内
容

勣

物
の

飼
い

方

、
健
康
相

談
(
扣
碼
一
・

足
立
区
獣
医

師
会
)

費
用

無
料

※
会
場
で
ほ

、

今
年
度
q
E

録

と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
済
ん
で

い
な
い
犬
9

皿

録
ブ
圧
射
も
行

い
ま
す
(
賢
用
5

千
1
2
0円
)
。

問
合
せ
先

本

庁

舎
(

千

庄
)
・
防
疫

指
導
係

表5　 平成4 年度畜犬登録と狂犬病予防整理注射会場

※ 登録料金2, 111円　l 刪涓頸114釦円J I 劍i 岔2, 540円　8s15, 120円

あなたの相談室 問合せ先　足立区役所本庁舎( 千住) 1階区民相談室
所在地　　千住1―4―18　3882―1111㈹

困ったことや心配なことがありましたら、お気軽にご利用ください( 無料・秘密厳守)

みんなの健康 足立保健所　3855- 4151
千住保健所　3888- 4277
江北保健相談所　3896- 4004
東和保健相談所　3606- 4171
中央本町保健相談所　3880- 5351本庁舎( 千住) ・保健予防係　3882- 1111㈹

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
「足
立
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ア
カ
デ
ミ
カ
」第
1
1

回
定
期
演
奏
会
6
月
2
8
E
　

(
日
)
、午
後
1
時
/
足
立
区

文
化
会
館
/
吹
奏
楽
演
奏
　

(
ア
ル
ル
の
女
ほ
か
)
/
無

料
/
卜
閼
　
(
3
8
8
6
)

3
2
9
4
(
午
後
7
時
以
降
)

☆
あ
け
ぼ
の
ま
つ
り
7
月

4
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エルソフィア・梅島小学校
足立子どもフェスティバル

6 月28 日( 日)
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主な催し物
【午前の部】※ 印のっいたものは、午後も輌いてl j いs

● みんなで歌おう午前9畤～

● 地域対抗綱引き大会午前l l 蒔～

※ 漫面一図書コーナー午前1( 11～

※ 館内スタンプラリー午前1( 跼～

※ 「君もワツキーを作ってみようJ 1時30分～

※ 「汚れた沺でセツケンガできる」預徊卜, 碵l l ～

※ 「画廊に変身
金丿子ども作吊孱小午前9時30分～

※ ミニシアター午前111～

※ ユースポツ休鮪コナー午前9畤30分～

※ 「あなたとぽくと作って逓ぽう」午前10豬～

● 記念講演会午前l a豬～

※ 昔の遊びいろいろ午前l a豬～

※ 子ども茶道教室午前1( l 殆～

※ 育成会模擬店午前10BS～

※ 子どもアンケートコーナー・占いコーナー午前l a豬～

【午後の部】

● バザー午後1時30分～

● 子ども翩嶇午後121530: 分～

※ 外国人と遭ぽう

情
報 コ ー ナ ー

スマッシュ!

PTA 卓球大会
参加校を募集

日時7 月12日( 日) 。午前9 時開
場

場所 東 和センタ ー
資格 男女PTA 会員
種 目　 団 体 戦… 1 チ ー ム5 人
(うち男子は1 人 まで可)
個人戦

参加費　団体… 3, 000円( 1校複　
数チームの参加可) 　個人…
500円

※ 団体戦、個人戦両方 への参加、個
人戦の みの参加もでき ます。ゼ ッ
ケンを 善用してください。
申 込力 法 ハガキにPTA の選 手
名。代 表者の住所、氏名を明 記

申 込期限6 月30日
申込・問合せ先庄司徳之助〒　
121西伊興4―5―11　

3853―2038

青年センターの催し
□ 食べる、見る、ふれるラオス
あ なたはラ オスのことを 知 つて

い ますか? タ イとベトナ ムの閧の
人口朷万 人の 小さな国。こ の国の
ことが、日本で 紹介される ことは
あ まり ありません。
ラオス料理を作り、味わい、文化

にふれる イベ ントに参加し ません
か。
日時6月28日( 日) 、午後2時　～

6 時
内容 ラオス 料理作り の体験、文
化の紹介

※ 料理はラープ( ひき肉料理) 、ケ
ーン・ノ ーマイ( たけのこスープ) 、
タ ム・マ ーク・キ ャロ ット( サラダ)
定員30 人( 先着順)
費用1, 000円( 材料費)
申 込方法 電 話
□ 子育て通信ラッコづくり
子育ての体験 や必要な情 報を素

材にして、新聞づ くりをし ていま
す。 誰でも参加できます。
日 時6 月19 日( 金) 、午 前10 時

～正午
費用 無料
申込 方法 当 日直接会場へ
※ 保育を行います。くわしくは、お
問い 合わせく ださい。
□ 第3回手づくり子育て教室「し
かけ 絵本をつくろ う」
お 母さんが子 供のために 簡単に
作れるし かけ 絵本です。
日時7月1日( 水) 、午前10時　～

正午
持ち物 のり 、はさみ、カ ッタ ー、
ナイフ

定員20 人
申 込 方法 往 復 ハガ キに 住 所、氏
名、電話番号、お 子さんの保育を
希望 する場 合は 、お 子さん の名
前と 年齢を明 記

申 込期限6 月24日必着
―いずれも―
場所・申込・問合せ先青年センタ　
一〒123西新井1―4―17

3890―0061

鳥と仲良しになる

野鳥ファミリー講座
毎 日 近所 の 公 園 に 飛ん で く る

鳥。スズメやツバメではないし 、図
鑑で調べてもよくわ からな い… 。
そんな方は、ぜひこの講座に来

てみ てくだ さい。楽しく 野鳥のこ
とが学べます。
日時6月28日( 日) 、午前9時30　
分～11時

棚所 足 立区 職 鯛研修 所第二 研修
室( 綾瀬二丁目30 番16号)

対象 野鳥 に興味のあ る小学 生以
上の区民 の方( 小学 生は保護 者
同伴)

内容 ビデ オ、スライド 等を使 用
し た初歩的な野鳥 の話
糒師〔財〕日本野鳥の会指導員
定員100人( 先着順)
費用 無料
申込方法 電話
※ 駐申場はあり ませ ん。
申込・問合せ先( 財) 水と緑の公　社　

3838―8126

区内施設めぐり

夏休み
親子で思い出つくろう
牛乳 パックを使い紙すき 体験、

プ ラ ネタ リ ウ ム で夏 の星 々の 観
賞、足 立の歴史再発見など、区内の
施設をバ スで巡り、夏休 みの一 日
を楽し く過してみませんか。
日時7月21・22日、午前9時～午　
後4 時

見学場所 消 費者センタ ー、郷土
博物館、教育センター、葛西用水
親水水路、花畑記念庭園ほか

対象 区内在 住の小学生 とその 親
(親子一一一人ずつに限る)

定員 両日とも15組、30人
費用 無料( 昼食は各自で持参)
申 込方法 往 復ハガキに 住所、 親
子の氏 名と年齢、学 年、電 話 番
号、希望日、「親子区内施設めぐ
り希望」と明 記( 1 世帯1 通に限
る)

申 込期限6 月30日消印有効
※ 集合・解散場 所は、本庁舎( 千 住)
前です。
申 込・問合 せ先 本庁 舎( 千住) ・
広報課 〒120 千住1 ―4 ―18

3882―1111( 代)

目の不自由な方へ

耳で聴く読書
図書館のサービス

中 央図書館で は、目の不自 由な
方に、本や雑誌 などを耳で楽し め
る サービスを行っています。
音楽、落 語、小説などのテープ貸
し 出し
ご 希望の 本を朗読し、テ ープ に
吹き 込む録音図書の作成
対面朗読サービス
お 気軽にご利用ください。

申込 ・問合せ先 中央図書館
3840―4646

郷土博物館の
臨時休館( 6 月23日)

郷土 博物館で は、収蔵唯お よび
情報 資料室の害 虫・カビ など の防
除作業を 行う ため、6 月22日( 月)
の平常 休館日のほか6 月23日( 火)
を臨時休 館し ます。
問合 せ先 郷土 博物館

3620―9393

印 刷・デ ザ イ ン

講習会

日時6月23日( 火) 、午後6時　～
9 時

場所 勤労福祉会館
対象 印刷業に携 わる方、関 心の
あ る方

内 容　 講演… 印刷原榻作 成にお
け る電 子組版 機の現状　 実演
… 文字入力の仕方( 頁物組版) 、
線・圃の描き方( 帳票 作成) ほか
講師　 橋本艤 憲氏( 株式会 社ク
スダ 城東・千葉 営業所 副所長) 　
堀之内瞬信氏( 同 社電子 組版

機営業課長) C> 鈴木晃一 郎氏
(同 社電子組 版機コンサ ルタン
ト)
輿用 無料
※ 希望の方には、お弁当を用意し
ます。弁当代1, 000円。
申 込方法 電 話予約
申込・問合せ先中央本町庁舎・工　
業振興係　3880―5191

工業用ミシン
縫 製技 能 講 ド湊

日時7月6日～24日( 二1二・日曜日　
を除く15日間) 、午前10時～午後　
3 時

対象 区内在住の 初心者
内容 基礎縫いからブ ラウ ス、ス
カ ードなどの 製作

定員16 人( 先 著順)
費 用 教材費実 費負担( 3, 000 円 程
度)

申込力 法 住所を 確認でき るも の
( 健康保険証 等) を持参し、直接
窓口へ

受付開始6月25日( 木) 、午前9　
時から

場所・申 込・問 合せ先 動労 福祉サ
ービ スセンタ ー 綬瀬1 ―34―
7 綾瀬プ ルミエ 内

3838―3584
RECYCLE　PAPER
―森林資源を大切に―

AH. 240. ( 11X1


